降誕節第8主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年2月15日
「伝道の開始」
イザヤ書11章1～10節
 11:1 エッサイの株からひとつの芽が萌えいで／その根からひとつの若枝が育ち
 11:2 その上に主の霊がとどまる。知恵と識別の霊／思慮と勇気の霊／主を知り、畏れ敬う霊。
 11:3 彼は主を畏れ敬う霊に満たされる。目に見えるところによって裁きを行わず／耳にするところによって弁護することはない。
 11:4 弱い人のために正当な裁きを行い／この地の貧しい人を公平に弁護する。その口の鞭をもって地を打ち／唇の勢いをもって逆らう者を死に至らせる。
 11:5 正義をその腰の帯とし／真実をその身に帯びる。
 11:6 狼は小羊と共に宿り／豹は子山羊と共に伏す。子牛は若獅子と共に育ち／小さい子供がそれらを導く。
 11:7 牛も熊も共に草をはみ／その子らは共に伏し／獅子も牛もひとしく干し草を食らう。
 11:8 乳飲み子は毒蛇の穴に戯れ／幼子は蝮の巣に手を入れる。
 11:9 わたしの聖なる山においては／何ものも害を加えず、滅ぼすこともない。水が海を覆っているように／大地は主を知る知識で満たされる。
 11:10 その日が来れば／エッサイの根は／すべての民の旗印として立てられ／国々はそれを求めて集う。そのとどまるところは栄光に輝く。

ルカによる福音書4章14～15節
4:14 イエスは“霊”の力に満ちてガリラヤに帰られた。その評判が周りの地方一帯に広まった。4:15 イエスは諸会堂で教え、皆から尊敬を受けられた。

1 　
　　今から23年前の2003年に東海教区から出版された「東海教区史」という本がありま
す。この本には東海教区の歴史と東海教区に所属する各教会の歴史が記されてあります。も
ちろん私たち諏訪教会の歴史も記されています。そこには1880年ジェームス・バラ宣教師
が一人で和田峠を越えて下諏訪の地に入った記録はあるが、具体的な伝道の様子は不明で
ある。時が熟していなかったのだろう。と記されています。そしてその7年後の1887年バ
ラ宣教師と稲垣信（あきら）牧師が二人で和田峠を馬で越えて下諏訪の地に入り諏訪伝道の
第一声を上げた。たぶん路傍伝道であったと思われる。これが諏訪地方における最初のキリ
スト教伝道である。そして、下諏訪の立町（たつまち）に集会所を定め、ここを拠点に、上
諏訪、四賀、茅野、岡谷へと伝道の足を延ばしたと記されています。
　　日本基督教会諏訪講義所が開設されたのが下諏訪に福音の種がまかれて僅か4年後の
1891年です。「諏訪の地に福音を伝えたいという盛んなる信仰が講義所の設立を早めたのは
間違いないであろう」と記されています。その後1910年8月1日に諏訪教会の創立となり
ました。
　　この「東海教区史」には諏訪教会のいわば「伝道の開始」のことが記されているのです。
実に今から146年前の1880年バラ宣教師が熱い思いを持って一人で諏訪に伝道に訪れまし
た。けれども時が熟さず伝道は上手くいかなかった。しかし、7年後稲垣牧師と二人で伝道
に訪れて、福音の種がまかれて実を結んでいった。信徒が与えられて共に祈り、共に伝道す
る仲間が与えられて、何としてでも諏訪の地にイエス・キリストの福音を伝えたい、一人で
も多くの人が救われるように熱い祈りを持って伝道に励み、諏訪教会は誕生したのです。そ
れから諏訪教会は主の深い愛と憐れみにより、幾多の困難がありながらも、毎週欠かすこと
なく礼拝が守られて、御言葉が語られて、讃美と祈りがささげられているのです。

2 
　　聖霊によって荒れ野に導かれたイエス様は悪魔から誘惑を受けられました。しかし、イエス様は悪魔の誘惑に負けてしまうことなく、悪魔の誘惑を退けて、勝利をされて十字架の道を歩む救い主として歩む決意をなされたのであります。そのイエス様が14節によりますと「霊の力に満ちてガリラヤに帰られた」と記されています。この霊とはもちろん悪霊ではなく、聖霊です。それがどんな霊かと言いますと、本日私たちに与えられています旧約聖書イザヤ書11：2～3の最初にこのように記されています。
　「その上に主の霊がとどまる。知恵と識別の霊／思慮と勇気の霊／主を知り、畏れ敬う霊。
 　彼は主を畏れ敬う霊に満たされる。」
　それはつまり「主を畏れ主を敬う霊」もっとはっきり言えば「神様を神様とする霊」と言うことができます。「神様を神様とする霊」そのような霊にイエス様は満たされて、荒れ野から生まれ故郷の町ナザレがあるガリラヤに帰られたのです。
　このガリラヤ地方はガリラヤ湖の西側に位置して南北が約80キロ、東西が約50キロの地域です。数字だけ聞いてもわかりにくいのですが、大体山梨県と同じくらいの面積と考えていいと思います。そうするとああ結構広いなと言うことが分かると思います。ちなみに長野県は山梨県の約2.5倍の広さがあり、北海道、岩手県、福島県に次ぐ全国4番目の広さがあります。ガリラヤはガリラヤ湖があるおかげでパレスチナ地方の中でも肥沃な土地でした。ただ、肥沃なのは南部ガリラヤであって、北部ガリラヤは山岳地域であり生活も大変だったようです。かつてガリラヤ地方には多くの異邦人が入植させられて「異邦人のガリラヤ」と呼ばれています。それゆえに他の地域のユダヤ人からするとガリラヤ出身の者を軽蔑しているきらいはあります。それが、イエス様の故郷の地であるガリラヤです。
　イエス様がガリラヤに帰られるとその評判と言いますか、噂が周りの地方一体に広まりました。それはイエス様がガリラヤの諸会堂で教えたからです。この当時、ユダヤ人の住む地域にはシナゴーグと言われる会堂・礼拝堂がありました。ガリラヤにも各地にシナゴーグがありそこで安息日ごとに礼拝がささげられていました。その礼拝の様子は今日のすぐ後の個所に記されています。礼拝の初めには会衆一同で「シェマーの祈り」（申命記6：4～9）が唱えられました。会堂長が祈りをささげ、会衆を祝福します。続いて世話人が律法の巻物を棚から取り出して朗読者の手に渡します。律法が朗読され、続いて預言書が朗読されます。そして説教がなされます。ユダヤ人男性であれば誰でも朗読と説教はできたそうです。ですからイエス様は16節以下で預言書であるイザヤ書を朗読して「この聖書の言葉は、今日あなたがたが耳にした時、実現した。」から始まる説教をされたのです。そして、礼拝は祈りと会衆への祝福で終わったと考えられています。私たちの礼拝と随分違いますが、これがユダヤ教の会堂での礼拝でした。イエス様はガリラヤの諸会堂の礼拝で聖書の朗読をして説教をしていたのです。
　そうすると「皆から尊敬を受けられた」と記されています。この「尊敬を受ける」と言う言葉は「喜ばれて歓迎される」という意味の言葉です。イエス様がガリラヤの行く先々の会堂でユダヤ人たちから喜ばれて歓迎されたのです。しかも「皆」からです。そして、この「尊敬を受ける」と言う言葉には「讃美をする」という意味があります。イエス様がガリラヤの諸会堂で教えることで、皆が神様を讃美をした。皆が神様を神様として讃美をし褒めたたえたということでしょう。
　そして、イエス様がガリラヤの諸会堂でどのようなことをされていたかと言うと、23節に「きっと、あなたがたは、『医者よ、自分自身を治せ』ということわざを引いて、『カファルナウムでいろいろなことをしたと聞いたが、郷里のここでもしてくれ』と言うにちがいない。」とありますように、カファルナウムもガリラヤの町の一つですから、どうやら聖書の朗読と説教だけでなく癒しの奇跡も行われていたようです。ですから、イエス様がガリラヤ中の諸会堂で聖書を朗読し、説教をし、癒しの奇跡を来なうことで、全ての人から喜ばれて歓迎されると共に、全ての人が神様を神様として讃美をして褒めたたえたということなのです。神様を神様とする聖霊に満たされたイエス様の伝道の開始によって全ての人が神様を神様として讃美をして褒めたたえていたのです。

3 　
　このようにイエス様はまず生まれ故郷の地方であるガリラヤで伝道を開始をされました。その様子はとても順調なように思えます。でも、なぜガリラヤなのでしょうか。生まれ故郷だからと思う方もおられるでしょうが、はたしてそうなのでしょうか。
　東京神学大学では3月に卒業式があります。卒業した学生たちは全国のそれぞれの地に立つ教会や学校や施設へと遣わされて行きます。上諏訪教会と松本東教会にもこの春に卒業する学生が遣わされて行きます。私の同級生でもそうでしたが、卒業してまず生まれ故郷に遣わされる人はほとんどいません。諸事情で卒業してしばらく故郷に帰り、伝道者として遣わされるその時を待つ学生はいます。そうでない限りは、神学校を卒業して遣わされた地に伝道に行くのです。伝道に帰るのではありません。「行く」のです。でも、聖霊に満たされたイエス様はガリラヤに帰っています。そこにはもちろん荒れ野からガリラヤに帰ったという意味がありますが、聖霊に満たされて神様を神様とする霊に満たされた力あるイエス様、神の子イエス様ですから、すぐにエルサレムに伝道に行っても不思議ではありません。神の力で一足飛びに伝道に行って、神の力で多くの人を信じさせる、そんな奇跡を行うこともできたはずです。
　でもイエス様はそうはなさらずガリラヤに帰ったのです。なぜか、マタイによる福音書ではイエス様がガリラヤに退いてカファルナウムの町に住んでそこを拠点として伝道を開始をされたのは、イザヤ書に記されている預言の成就だと記されています。つまりそれが神様の御心であったということです（マタイ4：12～17）。
　ルカによる福音書には少し先の9：51に興味深いことが記されています（124頁）。
「イエスは、天に上げられる時期が近づくと、エルサレムに向かう決意を固められた。」
　これはイエス様がガリラヤでの伝道活動の終わりに記されていることです。「天に上げられる時期が近づく」それはイエス様が十字架につけられて殺されて復活されて天に上げられる、その時が近づいたということです。いわば「十字架の時」が近づいた、それゆえにイエス様はガリラヤでの伝道活動を終えてエルサレムに向かう決心をされたのです。つまりこれから十字架にかかる、私たちの罪を背負って十字架にかかる決意を固められてエルサレムに向かわれたのです。それは逆を言えば、十字架の時が来るまでガリラヤで伝道活動に励まれたということです。なぜ、悪魔の誘惑を終えてガリラヤに帰られたのか。それはまだ十字架の時が来ていなからです。まだその時が来ていないので、その時が来るまで、時が熟すまでガリラヤで伝道活動に励まれたということです。そしてそれが神様の御心であったということです。
　山梨県程の広さのあるガリラヤ地方での伝道活動です。その各地に点在する諸会堂を安息日ごとに巡り歩いて伝道に励まれるのです。それがいかに大変なことか想像に難くありません。今日はこの地の会堂、次の安息日は何キロ離れた会堂、北部に行けば山がたくさんあります。山を越えて谷を越えて次の会堂を目指していくのです。当然車などありませんから、恐らく徒歩でしょう。暑い日、寒い日、雨の日もあるでしょう。風の強い日もあるでしょう。雨にも負けず、風にも負けずではありませんが、イエス様がガリラヤ中の会堂を一つ一つ地道に回って伝道するお姿を想像すると心が痛む思いすらします。全ての人が、いや一人でも多くの人に福音を伝えるために、一人でも多くの人が神を神として賛美をするために、聖霊に満たされたイエス様が熱い思いを持って地道にこつこつと伝道の業に励まれたのです。そうして、ガリラヤでの伝道の業に励まれる中で、後に12人の弟子が与えられ、イエス様に従う多くの人が与えられ、そして信仰の仲間が伝道の仲間が与えられていくのです。そうして時が熟してイエス様はエルサレムに向かって、十字架にかかるために、その道を歩んでいかれたのです。
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　「信徒の友」の「日毎の糧」では今月12日から長野県の教会を覚えて祈っています。12日は長野教会、13日は長野県町教会、14日は長野本郷教会、そして今日は信州教会です。北信分区の教会を経て26日から南信分区の教会に移ります。各教会の祈りの課題を見ますと、それぞれに困難な中にあっても懸命に伝道の業に励んでおられる様子が伝わってきます。無牧の教会もあります。礼拝出席が一桁の小さな群れもあります。それでも祈りつつ伝道の業に励んでいるのです。一人でも多くの人が救われるために、一人でも多くの人にイエス・キリストの十字架と復活の福音が届くように、救われた喜びを宣べ伝えているのです。　
そして、日毎の糧を読んで祈りに覚えると、私たちは決して一人ではないことに気づかされます。共に祈り合い支え合い、共に伝道に励む仲間がいるのです。私の経験からすると「日毎の糧」に載ると全国の教会や個人の方から「覚えて祈りました」「祈っています」という励ましと慰めに満ちたお便りをいただきます。祈祷会で覚えて祈りました。寄せ書きをして下さる教会もあります。そのお便り一つ一つを読むと、決して一人ではない、困難があっても祈ってくれる仲間がいる、支えてくれる信仰の友がいる、そのハガキ一枚が、一つ一つの小さな祈りが小さな教会にとってどんなに大きな力になることかを思うのです。祈りがどんなに伝道の力になるかを思うのです。
　私たち諏訪教会は、諏訪教会だけで伝道をしているのではありません。共に伝道に励む仲間がいるのです。地区があります、分区があります、教区があります、教団があります。その祈りあい、支え合いの中で私たちは伝道の業に励んでいけるのです。
　何よりも、私たちにはイエス様がいてくださいます。共に地道に伝道に励んで下さったイエス様がいてくださるのです。悪魔の誘惑に勝利をし、私たちの罪の贖いのために十字架上で死を遂げてくださり、復活されて天に上られて私たちに永遠の命の道を約束して下さっているイエス様が私たちと共に歩んで下さっているのです。
今日の後の個所になってしまいますが、イエス様がガリラヤの生まれ故郷のナザレで伝道された様子が描かれています。「いつものとおり安息日に会堂に入り」と記されています。「いつものとおり」ガリラヤにある他の地の会堂に入って神様を礼拝して、聖書を朗読して説教をされたように、「いつものとおり」このナザレでも伝道をされるのです。「いつものとおり」何げない言葉ですが、わたしはここに慰めがあると思います。「いつものとおり」日曜日に教会に礼拝に行く、「いつものとおり」礼拝で説教を聞く、讃美をする祈りをささげる。「いつものとおり」礼拝が終わったらそれぞれの生活の場へと帰って、それぞれが置かれた場所で日々の歩みをなして聖書を読み祈り、イエス様の十字架と復活の愛を宣べ伝え証しの生活をしていく。そしてまた「いつものとおり」礼拝に行く。私たちはこれからも「いつものとおり」いつもの諏訪教会に行き、共に礼拝をしていくのです。諏訪教会がこれからも「いつものとおり」この地にあって福音伝道の業に励んでいけますように祈ります。
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